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１．はじめに 

小学校低学年の教育において「空間認識」の

形成は一つの課題となっている。国内では地図

学習に着目して研究が進められてきた。近年，

諸外国では「空間認識」に関して，地図学習の

文脈に収斂することなく，市民性教育として議

論が行われている（Shin & Bednarz, 2018）。
その中で，ドイツの事実教授（Sachunterricht）
（1）が注目されている（Gryl, 2016）。事実教授

では，学習領域に「空間」が位置づけられ，教

育課程や教科書が開発されている。こうした動

向から小学校低学年の教育へ示唆を得たい。 
事実教授（第１－４学年）では，どのような

空間認識の形成が想定されているのか。本発表

では，ドイツ初等教育における「空間認識」の

形成とその方法を事実教授に注目して，教科書

および教師用指導書（第１学年および第２学年）

の内容分析から明らかにする。 
 

２．事実教授における「空間」の位置づけ 
 ドイツの事実教授学会（GDSU）の教育スタ

ン ダ ー ド 『 事 実 教 授 の 展 望 枠 組 み

（Perspektivenrahmen Sachunterricht）』によ

れば，事実教授の目的として，子どもが「生活

環境の事象やつながりに気付いたり，理解した

りすること」「自立して反省的に新たな認識を養

うこと」「就学前の学習経験を生かしながら，今

後の学習の基礎を養うこと」「物事への取り組み

の中で，個性をさらに伸ばすこと」「周囲の環境

の中で適切かつ責任を持って行動をしたり，そ

の環境を共に作っていくこと」（GDSU，2014，
S.9）が挙げられている。 
 学会版教育スタンダードでは，5 つの視点と

して，社会科学的，自然科学的，歴史的，地理

的，技術的視点が提示されている（GDSU，2014，

S.14）。また，これらの視点と関連づけられた

「テーマ領域」および「思考－学習－行動方法

（Denk-, Arbeits- und Handlungsweisen）」が

設定されている。地理的視点のテーマ領域には，

「空間利用」が，方法には「調査する，空間の

中で自己の位置を確かめる」が例示されている。 
３．教科書の内容編成 

分析対象として 2017 年に Birchinger et al. 
（2017a,b）によって執筆された事実教授の教

科書Nikoおよびその教師用指導書を選定した。

Niko1/2 の内容編成（目次）は表１に示すとお

りである。内容として，「社会，自然，自然現象，

技術，空間とモビリティ，時間と変化，学ぶこ

とを学ぶ」の７領域が設定されている。これら

は，基本的に学会版教育スタンダードの示す 5
つの視点に対応したものとなっている。この内，

テーマ「空間とモビリティ」の単元１「私たち

の位置を知る」と単元２「往来の途中で」では，

空間認識の形成が直接的に扱われている。 
 

４．単元１「私たちの位置を知る」の分析 
単元「私たちの位置を知る」では，子どもた

ちの身近な場所（教室や学校周辺），さまざまな

家（居住地）が扱われている。 
例えば，小単元「お家－全然違う」では，学習

目標／コンピテンシーとして，「１）さまざまな

居住の可能性を知るようになる，２）自身の家

の周りを描写する，３）「空間」という概念を知

るようになる，４）さまざまな空間を区別でき

る，５）自然空間と人間によって形成された空

間の相違を知る」が設定されている（Birchinger, 
et al., 2017b, S.132-133）。学習課題では，様々

な家の写真を比較する，自分の好きな家を挙げ

て，その理由を答えるもの，都市との農村の風

景を比較して共通点や利点・欠点を挙げさせる， 



表１ Niko 1/2 の内容編成（目次） 
１．社会 

１）共同生活 
２）気分がいい 
３）メディア 

２．自然 
１）植物と動物 
２）体と健康 

３．自然現象 
１）空気はどこにでもある 
２）自然現象と材料を調べる 

４．技術 
１）材料と工具 
２）工作と組み立て 

５．空間とモビリティ 
１）私たちの位置を知る 

・私たちの教室 
・間取り図を描く  
・私たちの学校環境 
・お家－全然違う 
・さらなる活動へ 

２）往来の途中で 
・学校へバス，自転車，自動車で通う  
・安全に学校へ 
・左か右か？ 
・右と左と手足 
・安全に道を渡る 
・暗がりの中を安全に 
・危ない状況  
・さらなる活動へ 

６．時間と変化 
１）時間が経つ 

  ２）私の時間 
３）昨日，今日，明日 

７．学ぶことを学ぶ 
（Birchinger u.a. (2017a) より発表者作成。） 
 
身の回りの自然空間を探して写真を撮るという

課題が設定されている。これらの課題に対して，

異なる写真から特徴を読み取ったり，スケッチ

を作成したりという活動が取り入れられている。

本小単元では，写真の読み取りとスケッチ（絵

描き）等の活動の中で，空間概念を捉えていく

ことが目指されている。その際，空間を自然と

社会（人によって作られた）から捉えていくと

いう視点が見られる。 
 
５．おわりに 
 事実教授において，子どもは，生活環境を作

っていく主体として捉えられている。例えば，

Niko1/2 では，そのための資質・能力を養うこ

とを目的に，７領域が設定されている。空間認

識の形成は，テーマ「空間とモビリティ」が中

心となる。空間を所与（子どもに教授する内容）

として捉えずに，空間やそれの認識のあり方（＝

関わり方）自体に気付き，その考えを発展させ

ていくものとなっている。 
注 
（１）先行研究としては，久野・前畑（2006），
原田（2010），宇都宮・原田（2017）等がある。 
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